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ば、映画が生まれた当初に、カメラを持つ者、そこに写される者が見せた手探りの振舞いは、現代にお
いては失われてしまった。誰もが写すこと／写されることに慣れており、多くの映画は暗黙の前提にの
っとり上に生み出されている。そうした「作品」としての映画に抗い、リュミエールの言葉にある「現
実世界への具体的な認知行為そのものとしての映画」を取り戻す試みについての、有望で力強い解説論
文となっている。 
 以上の理由から学位授与に値すると考え合格とする。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 川部良太はすでにTOHOシネマ映画祭グランプリや山形国際ドキュメンタリー映画祭選出など多くの映
画祭受賞歴があり、新しいドキュメンタリー映像の開拓者として注目を集めている。その作風も写真や
映画からメディアアートや映像インスタレーションまで横断的で実験的な作品作りを実践し、今後の活
躍を大いに期待されている。 
 博士論文は、映画の発明者であるリュミエール兄弟ら映画の創生期のパイオニアの仕事に立ち戻り、
当時の映画制作者たちが行っていた様々な試みを「映画／行為」という新たなキーワードを設定し捉え
なおそうとするものである。彼らが撮影した映像を詳細に分析解明し、現在の映画の主流である「映画
／作品」というフレームから見過ごされている多くのものを「映画／行為」の所産として取り戻そうと
する。その置き忘れられた映像が内包する細部や身振り、運動や関係を映画の生きた可能性として提示
しようとする論考は手堅い構成と内容で読み応えがある。 
 さらに「生産（労働）でも消費でもない私たちの生の瞬間は可能なのだろうか？それは如何にして？」
という切実なテーマを核とした作品「HOLIDAYS」は、中学時代の同級生たちとの共生の時間を長期に渡
り撮影しながら、「関係を作り出してゆく映画」という視点で、「映画／行為」の可能性を探ってゆく営
為であり、映画への眼差しを刷新する潜在力を秘めた力作となっている。 
 以上の理由から審査委員全員の承認の下に論文・作品を博士号に値すると認める。 
 
